別紙６・様式６　総合医療情報システム更新及び保守管理業務　提案依頼内容一覧表
	№
	提案依頼内容
	評価の視点
	配点
	入札参加者記入欄

	
	
	
	
	提案書
該当ページ
番号
	提案書
該当項目
番号

	A 提案内容
	240点
	

	A1
	システム全体
概要
	· 総合医療情報システム全体に関して、基本仕様書に基づき入札参加者が提案する内容の全体の枠組み、基本的な考え方、アピールポイント等があるか。
· 提案するシステムの構成、システムごとの役割、システム間連携について構成図が示され、各システムの名称と基本仕様書の中で記載している名称との関連を明確に示されているか。
	24点
	
	

	A2
	医療安全への
寄与
	· 各種チェック機能、禁忌や適用量に対する入力ミスなど、インシデント・アクシデントを予防する仕組みをシステムに備えているか。
· 上記のインシデント・アクシデントを予防する仕組みのうち、小児医療に特化したものが具体的に提案されているか。
· 担当患者に関するアラート、各種検査結果報告、薬切れ等の重要な内容の能動的なアラート機能や、各種実施入力時に確実な患者認証等の医療安全向上に資する内容が具体的に提案されているか。
	60点
	
	

	A3
	業務効率化へ
の寄与
	· システムの各画面遷移や、経過の長い患者の検索時間が短縮され、業務効率化が期待できるか。
· 部門間の情報伝達、診療指示、検査結果等各種情報の迅速･正確化により医療従事者の作業負荷軽減ができるか。
· 医療従事者の判断をサポートする情報の提供や医療従事者間の情報共有が行えるものになっているか。
· 患者プロファイルや問診といった入力情報がリアルタイムに情報共有され、二重入力を排除することにより作業負担軽減ができるか。
· 加えて、同一システム内はもとより、システム間を跨がって確実に情報共有できる仕組みが具体的に提案されているか。
	60点
	
	

	A4
	経営支援への
寄与
	· データ分析やベンチマーキングを行える機構を整えることで、経営分析の迅速化や請求業務の効率化に貢献できるか。
· システムに蓄積された医療情報を二次活用する機能は、専門的な知識を有しないユーザが利用することを前提として、容易な操作で利用できる利便機能が具体的に提案されているか。
· 医学管理料の算定率の向上、請求業務、債権管理業務、DPC業務の最適化等による医業収益向上に資する仕組みが具体的に提案され、経営支援への寄与が期待できるか。
	60点
	
	

	A5
	障害対策・
セキュリティ
対策
	· システムを構成する機器の冗長化や仮想化を実施するなど、24時間365日の診療業務に耐えうるシステム構成となっているか。
· サイバーセキュリティ対策に資する具体的な提案はあるか。
· また、当センターのみならず、保守管理やデータセンター等の当センターと接続される拠点においても考慮されているか。
· 提案内容は、基本仕様書に定めるデータセンター要件、サポートセンター要件以上の安全性となっているか。
	36点
	
	

	B システム更新業務
	120点
	

	B1
	更新業務体制
	· プロジェクトマネージャ等のスキルや経験、人員配置など当センターのシステム更新が円滑に推進できる体制となっているか。
· プロジェクトメンバー以外の第三者による品質レビューを定期的に実施するなど品質管理の体制を確立しているか。
· 当センターと同等規模の医療機関に対して、類似業務実績をどの程度有しているか。
· 提案者が保有する資格や実績に基づいた知見、経験、ノウハウの適用方法について具体的に示されており、当センターにとって有益であると判断できるか。
	48点
	
	

	B2
	スケジュール・
役割分担
	· 運用検討・資源作成・システム構築・テスト・職員教育・リハーサル・本稼働等の各工程における作業の具体的な手法やスケジュールが適正であるか。
· システム更新に係る作業について、当センターとの作業分担が明確に示されているとともに、分担が適正なものになっているか。
	48点
	
	

	B3
	データ移行
	· 少なくとも電子カルテシステム及び医事システムについては、全てのデータを移行することができる、もしくは、既存システムの参照環境構築により、継続性を確保できる内容になっているか。
· 移行対象のデータがシステムごとに全てリストアップされ、職員が理解できる内容で提案されているか。
· 診療情報やマスタ等の既存システムに蓄積された各種データをDoや統計に活用できる等、可能な限り新システムで有効に活用できる状態で移行できるか。
· データ移行にかかる期間に余裕をもって取り組み、当センターの負荷に配慮された作業分担となっているか。
	24点
	
	

	C システム保守管理業務
	120点
	

	C1
	本稼働後の
サポート
	· 24時間の保守サービスや一元的な受付窓口、トラブル時の対応イメージなど、具体的な業務内容が提案されているか。
· 本調達に含む各部門システムベンダとの連携及び部門システムベンダの対応について具体的な体制やサポート内容が提案されているか。
· 少なくとも電子カルテシステム及び医事会計システムの保守内容は、Q&A対応、障害対応のみならず、稼働監視、セキュリティ監視、運用支援（月次統計作業）、運用報告、操作教育、マスタメンテナンスが含まれているか。
· また、これらの業務の対応可否が明確に示され、当センター常駐のオペレーター要員との役割分担が示されているか。加えて、これらの業務と役割分担を踏まえ、当センター常駐のオペレーターの必要人数についても具体的に示されているか。
	72点
	
	

	C2
	本稼働後の
機能改善
	· 製品の機能強化に関する情報提供や運用改善の提案などを適宜享受できるか。
· 診療報酬改定対応、定期的なバージョンアップ等により、システムが陳腐化しないための仕組みが確立され、当センターに提供できるか。
· 定期的なバージョンアップには、軽微な機能改善ではなく、医療DXやAIの活用といった先進的かつ抜本的な改善も期待できる内容となっており、過去の実績も含め具体的に提案されているか。
	48点
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